




The explorative study regarding psychological meanings of gratitude 






































にする強化子機能（reinforcer）、（c）受益者の向社会的行動を動機づける機能（motivation of prosocial 
behavior） が あ る こ と も 指 摘 さ れ て い る（ 本 多，2010；McCullough, Kilpatrick, Emmons & Larson, 
2001；McCullough, Kimeldorf & Cohen, 2008）。さらに、関係形成と維持の促進（Algoe, Hadit & Gable, 













































































父親 10(4.6) 14(6.5) 11(5.1) 60(27.8) 121(56.0) 216(100.0)
母親 1(0.5) 6(2.8) 3(1.4) 46(21.4) 159(74.0) 215(100.0)
友だち 1(0.5) 0(0.0) 6(2.8) 50(23.1) 159(73.6) 216(100.0)
恋人(配偶者) 3(3.2) 3(3.2) 10(10.6) 29(30.9) 49(52.1) 94(100.0)









父親 母親 友だち 恋人(配偶者) 人間を越えた自然
父親 (212) (213) ( 93) (212)
母親 .36*** (212) ( 94) (214)
友だち .18** .32*** ( 94) (215)
恋人(配偶者) .21* .00 .06 ( 94)

























人物 祖父母   26(16.5)
きょうだい   24(15.2)
先生   17(10.8)
芸能人     5( 3.2)
お世話になった人     5( 3.2)
親族     4( 2.5)
アルバイト先の人     4( 2.5)
家族     2( 1.3)
先祖     2( 1.3)
先輩     2( 1.3)
友人関係     2( 1.3)
社会的貢献のある人     2( 1.3)
動物 ペット   20(12.7)
ことがら 趣味(音楽・本・テニスなど)   15( 9.5)
自分の存在そのもの     9( 5.7)
場所(高校・サークル・大学など)     5( 3.2)
道具(言葉・お金・携帯など)     5( 3.2)
環境     4( 2.5)
神  1( 0.6)
地球  1( 0.6)
法律  1( 0.6)
はたらくこと  1( 0.6)















大カテゴリー 小カテゴリー 記述例 記述数(%)
感情状態 あたたかさ 太陽(人の心をあったかくする)、日だまり(感謝した方もされた方も
心が温かくなる)
  32 (20.0)
喜び 喜び(人から感謝されるととても嬉しくなり自分も人に感謝すると感
謝した自分も嬉しい気持ちになる)
  12 ( 7.5)
幸せ 幸福(感謝するのもされるのも幸せなきもちになるから)     8 ( 5.0)
やさしさ 優しさ(感謝されれば優しい気持ちになる。優しい気持ちになれば感
謝できる)
    8 ( 5.0)
成長の糧 成長の糧(感謝することで思いやりの気持ちが芽生えたり、周りの人
たちのフォローしてくれる力を感じ、頑張ろうと思えるから)
    6 ( 3.8)
支え合いの実感 生活の一部(自分がいま生活できているのはまわりの人がいるから)     5 ( 3.1)
他者への感情 相手の大切さ 相手を大切にすること(相手が何かをしてくれても当たり前だと思っ
て、相手を大切にしなかったら感謝するという気持ちが思いつかない)
    8 ( 5.0)
要求 願い(○○されて感謝を述べるということは、自分も○○をしてほし
いと思うのではないか)
    5 ( 3.1)
思いやり 思いやり(相手のことを想ったり、考えたりすることで初めて感謝が
あると思う)
    3 ( 1.9)
感謝の特徴 かけがえのないもの 酸素(当たり前すぎて忘れてしまうし、有ることが普通だと思うけれ
ど、感謝がなければ人間は人間の中では生きていけない)
  14 ( 8.8)
自然に湧いてくるもの わき水(自然とあふれ出てくる)、灯り(灯りがともるようにほわっと
感謝の思いというものは生まれる)
    4 ( 2.5)
次第に大きくなるもの 風船(どんどん大きくなる事が多い)
海(感謝も無限にある)
    4 ( 2.5)
変化があるもの 波(急に思いが高まったり低くなったりするから)     2 ( 1.3)
ふり返って気づくもの 親こうこう(失ってはじめてそのものごとの大切さに気づくからもっ
と～しておけばと後で思うから)





  15 ( 9.4)
返報 お返し(相手を思いやることで返してもらえるものだから)     6 ( 3.8)
礼儀 礼儀(自分以外の人にたいして感謝の気持ちをあらわすとういうこと
は礼儀だと思う







関係への影響 コミュニケーション促進 人とのつながりを保つ潤滑油(人間との関係がよくなる) 10 ( 6.3)








































怒り 怒り(相手に対してあまりよく思っていないから) 5 ( 3.3)









喪失 忘却(自分がしてもらった事を忘れてしまったら、感謝はできないと思う) 2 ( 1.3)














 9 ( 5.9)
無礼 無礼(感謝の気持ちを抱いていたら、しないことだから)  9 ( 5.9)
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